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【背景・目的】 

 プラスチック製品は外観や機械的性質が重視される部品に多用され，変色や劣化は製品のトラブルと

なる．当センターにもこのようなトラブルに関する相談が多く寄せられており，その内容は，紫外線に

よる変色や劣化のメカニズムに関するもの，製品開発期間短縮や試験コスト低減のための耐光性試験方

法にかかわるものが大半である． 

本研究では，プラスチック材料の変色や劣化の機構，促進耐光性試験機，超促進耐光性試験機による

試験の促進倍率に関する基礎的なデータを蓄積することを目的に検討を行った． 

 

【得られた成果】 

 各種耐光性試験機による試験の促進倍率，プラスチックの変色や劣化の機構に関する基礎的なデータ

を蓄積するため，ABS，PP，PCの試験片に対し，促進耐光性試験機（キセノンランプ式耐光性試験機，

以下キセノンと略記），超促進耐光性試験機（メタルハライドランプ式耐光性試験機，以下メタハラと

略記）による照射と，屋外暴露試験を行い，色差測定結果を比較した．キセノンでは紫外線照度60W/m2，

ブラックパネル温度63℃で照射を行った．メタハラでは紫外線照度1500W/m2，ブラックパネル温度

63℃，湿度50%で照射を行った．図1にPCの色差（ΔE*
ab）測定結果を示す．キセノンによる照射時間

とメタハラによる照射時間は，屋外暴露の紫外線照度を10 W/m2と仮定し，紫外線照度の比から，屋外

暴露の時間に換算している．たとえば，屋外暴露1年（8760時間）はキセノンでは1/6（=10/60）の約1460

時間の照射に，メタハラでは1/150（=10/1500）の約58時間の照射に相当するとされている． 

 
 

 

 

 

 

 

 

【成果の応用範囲・留意点】 

 本研究の成果は，ものづくりの現場において，プラスチック製品の変色や劣化を予測するための基礎

的データとして活用できる． 

 キセノン メタハラ 

ABS 約550時間 約19時間 

PP 約50時間 約26時間 

PC 約1050時間 約23時間 

‐ 21 ‐ 

図 1 PC試験片の色差測定結果 

表 1 色差から推定した屋外暴露 1年に相当する照射時間 

図 1 から，PC では屋外暴露を 1 年行った場合の

色差（12.5）に相当する照射時間は，キセノンで約

1050 時間，メタハラでは約 23 時間と推定される． 

ABS と PP に関しても同様に，屋外暴露を 1 年行

った場合の色差に相当する照射時間を推定した．結

果を表 1 に示す． 

ABSでは屋外暴露を1年行った場合の色差（10.7）

に相当する照射時間は，キセノンで約 550 時間，メ

タハラでは約 19 時間と推定される． 

PP では屋外暴露を 1 年行った場合の色差（0.8）

に相当する照射時間は，キセノンで約 50 時間，メ

タハラでは約 26 時間と推定される． 


